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板橋区環境保全課内 FAX 03-3579-2589

夢は大きい方がいい
いたばし水と緑の会のこれからを者える講演会

市民ネツトワークのし<み づ<り

グラウンドワーク三島からの報告
平成 9年 4月 、板橋区の自然保護団体と1国人が集まつて、パートナーンツプによる自

然の回復をロナ旨し、いたばし水と緑の会ができて3年 目を迎えました。
年齢や者え方の違う市民が協力して会を運営し、会員同士ばかりでな<、 行政や多<

の市民とよい関係をつ<つ てい<た めの私たちの将来像を者えてみてはどうでしよう。
グラウンドワーク三島実行委員会は、富士の湧水が豊かな水の都三島で、水辺自然環

境の再生を目的として、市民、行政、企業が集まつて設立され、市民参力Bによる地域ほ
根ざした活動をしています。私たちのために板橋区まで来ていただきお話ししていただ
きます。会員でない方も、どうぞ。

4月 29日 (木)午 後 1時 30分 から3時
下板橋駅前集会所
市民ネツトワークのし<み づ<り
グラウンドワーク三島実行委員会 小 松 幸 子さん
切更イド (3579) 2598

東上線下

至 板橋区役所

。:横断歩道のある信号

至 池袋

― i 中
:山

!造

□ 三日線新板橋駅

至 巣 鳴

31きつづき総会があります
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活動許可が出ました<要望書の回答のあらまし>

昨年、東京都東部公園緑地事務所に公園管理

に提出した要望書について、2月 18日 に、東

京都と2回 目の話し合いを行いました。管理課

長の森日さん、同課の北条さん、赤塚公園管理

所所長の川田さん、会から釣巻さん、坂不さん、

小松の3人 が出席しました。今後、赤塚公園管

理所所長と相談しながら具体的に進めてい<こ

とになりました。会からは確認した内容を、書

面にして31き継いてほしいとお願いし、また、

都から、赤塚の森とニリンソウで、都に対する

要望内容が違うので、会内部の調整が必要との

ことです。東京都の回答は次のとおりです。

要望 (1)ど のような林にするのが計画をたて

て管理をしてほしい。

□答 平 成 8年 3月 および 12月 にまとめられ

た赤塚公園の段丘崖植物多様性基礎調査 (委

託)あ よびそれと並行して造園職員で検討した

記録がある。今後斜面林の興定、下車刈りは行

わず、自然のままにする。ただし、民有地に接

するところは、襲定や下車刈りを行う。赤塚公

園の管理については、管理記録を残し、継承す

る。

要望 (2)改 修工事等計画の情報公開を行い、

住民が意見を述べる場を設けてほしい。

□答 公 園計画区域、用地買収計画など、公園

計画ついては赤塚公園管理所を通じて情報を提

供する。また、昨年冬に行われた斜面の下草メ」

りなども事前|こ赤塚公園管理所より連絡する。

要望 (3)具 俸的な意見 e提案

小松  容 子

①斜面林に人が入り林床が荒れているので、会

で林に入らないような保護柵を作り保全したい。

□答 斜 面は、 「立ち入り禁止」看板による強

い立入り禁止でな<、 柵など緩やかな方法が好

ましい。会の保全活動を認める。

②城止広場の一部に、保護柵により人の利用す

る場所と区別し、車を刈らずにおいて生物の生

息環境を確保したい。

□答 斜 面林の縁ほ車地を残してもよい。計画

を立てて東京都の了解を得ること。

ただし、①、②については、一般利用者への

PRが 不可欠なので、設置する前から主旨の説

明看板を数力所立てること、トラローフ
°
などで

な<、 景観的にも耐えられる柵にすることと、

作業は腕章をして行うこと、史跡なので教育委

員会に許可をとること。

③乗連寺隣の都立公園は、ホタルの水路や、会

がつ<つ た水辺の水源となる湧水の重要な洒責

域なので、人工的な公園でな<雨 が浸透する腐

植土等の自然の地盤|こしてほしい。

斜面の保護と車地をつ<る 場所
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□答 整 備したばかりなのですぐに対応できな

い。斜面を上砂が流れ、下の住宅から苦情が出

ているので、一部芝などにすることを検討して

いる。

④乗連寺下の駐車場 (公園用地)に 水が湧いて

いるが、都区が協力して板橋区が進めている自

然の水辺づ<り の水源底利用したい。

□答 公 園と道路、あるいは都区が複雑にから

み、現状ではおずかしい。

⑤市民が自生種の種を育てて植える自然の森づ

<り ができないか。     '

□答 公 園の拡張計画はあるが、参力Bについて

は今後話し合つて行う。

会としても、勉強会や他の地域の見学等をし

ながら、赤塚の森をどうするか話し合いを重ね

て行<必 要があります。また、賛同者を増やし

てい<た めには、初めての人も参加しやすいよ

うに、会の運営方法も検討する必要があります。

林を守り生き物たちの車地をつ<る 活動のスタートヘ 坂不 郁 子

林の縁に車地を残し、林を守るための保全柵  ～ 車地がつながつた自然になります。

を作っこ与pぃ ての都の許可がでました。広場   さ つそ<有 志で公園の剪定枝から柵ほ使えそ

から見て、溜池からの山道と美術館裏山のフエ  う な枝を選び分けました。

ンスの間の40mは 保護柵がないので、ここか   赤 塚公園管理所所長によると、城趾の広場は

ら手をつけることになります。柵ができればそ  草 丈が20cm位 でも苦情が<る とがで、年に

の内側ほススキなどの車が生え、本が自然のま  4回 程車刈りをしています。いかに自然が嫌わ

まほ枝を伸ばすことができます。また、擬本柵  れ ているが (または嫌う人の声が大きいか?)

と林の間も一部人が入らないための保護柵を作  を 改めて感じました。

ります。この斜面林は、4月 には完成するはず   「 生物の生息環境である森を守る」PRと 、み

の生き物の水辺の後背地になり、水辺～斜面林  ん なが参力Bできるような方法を者えましよう。

や
人 脚理理埋
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笹 目橋緑地 自然回復事業検討会

かがみ りよう

2月9日 荒川下流工事事務所(以下荒下)で笹

目橋緑地についての検討会がおこなわれました。

荒下の事業計画課(田畑、木屋路)、板橋区みど

りと公園課(柏原、尾崎)、戸田市建設部土木課

(石塚、小原)、いたばし水と緑の会(栗林、かが

み)が出席しました。(敬称略)

はじめに田畑さんより市民案と自然地創出管理

に関する検討資料を配布し、私から事業のこれま

での内容、特に市民参加による流れを説明しまし

た。次に田畑さんから、次のような説明と区、市の

占用についての意向を尋ねました。
・平成11年 度に工事を行う予定であるが、板

橋区または戸田市が占用することが条件で

ある。

・市民団体が占用することは考えていない。

占用に対する考えとして区、市は次のような意

見でした。

戸田市:今のところ占用することは考えていない

が、正式に占用するとかしないとかの返事をする

のは時間がかかるだろう。

板橋区:今すぐ占用することは考えていない。将

来的には(将来像の地区計画に入つているので)

占用することは考えている。占用するには議会の

承認が必要だと思う。

正式に返事をなるべく早くだしてもらいたいと荒

下から区、市へ要請した。

占用後区が心配している維持管理の話につい

て、水と緑の会として次のように言いました。
・様々な田査や観察会、維持管理も必要であ

り、基本的に無償では難しいが、予算が無け

れば何もできないというものでもない。予算

が無くてもある程度のことは市民参加ででき

る。維持管理を心配せず、占用してほしい。

摘し合いの後、荒下の回畑さんと話し、期限

の迫っている「河川整備基金」の助成申請をす

ることとし、水と緑の会も資金を得るように来年

度の計画を立て、赤塚マップづくりに集まつてい

た坂本さん、小松さん、釣巻さん、鈴木さんらの

了解を得て申請しました。

申摘の概要は次のとおりです。これは助成金

がついての計画であり、つかない場合は見なお

す必要があると思います。しかし概略的には同

じような計画でいいのではないかと思つていま

す。助成金がついた場合も計画の見なおしをす

ることは可能です。

計画の概要

【平成 11年 度の活動の目的】

平成 11年 度の市民案をもとに、自然回復

工事が行われる予定であるが、市民が河川の

自然を理解し、規 しみのあるものとしていく

ために、工事への市民参加も必要である。こ

れは、工事後市民参加で維持管理をしていく

ためにも必要とされることである。また自然

地としてよくなったのかどうか判断していく

ためにも、工事前の自然状況がどうだつたか

という調査内容も必要である。そしてこの工

事への市民参加を、自然回復への市民参加を

より広く市民に呼びかけていく機会としたい。

【観察会と調査記録作成】

保全すべき草地と水路、実験池、子潟など

において、植物、動物の観察会と調査を行い、

その記録から植生図や動物の分布図を作成す

る。

【帰化植物の管理】

オオブタクサ、セイタカアフダチノウなど

の帰化植物は、その分布を記録するとともに、

よりよい自然地となるよう、草抜き、刈 り取

りなどの管理を行う命

【クリーンアップ】

これまではクリーンエイ ドなどで、ある一
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定時間内のクリーンアップを行つているが、  と しました。
一定範囲のゴミをすべて収集することを目標 審 査結果は5月 にでます。 1

にクリーンアップを行 う。         第 1回ヤゴネットこども環境会議の報告

【講座の開催】                      ヤ ゴネット事務局 かがみ りょう

これからどのような自然を回復 しようとし   1月 17日 に行つたヤゴネットこども環境会議

ているのか、荒川の自然 と目標 とする自然に  は 参加者いるかな一という当初の予想を裏切つ

ついて、また市民参加の自然回復事業につい  て 、最後は参加申し込みを制限するしまつで、

ての講座を開く。

【工事への市民参加】

組み込んでもらう。

工事の内容は、池堀形状の仕上げや、表土

行う。

【市民参加の呼びかけ】

14団体の発表と21団体の参加、計150人の

参加者となりました。回復団のこどもは、朴人と

持つて来てくれた壁新聞を見、摘を聞くとはん

とに流域の活動は様々でなかなか見ごたえが

ャーゲームを行いました。自然観察では栗林さ

んら野鳥クラフ
・
にお世話になりました。どれもとて

建設省による工事に市民参加による工事を  由 季ちやんとお友達2人計4人が参加しました。

を戻 しながらの最終の仕上げ工事。加えて、  あ りました。(全部を見ることなんて無理でした)

生き物の生癌、に配慮 しながらの水路の浚渫を  年 後はインターネット体験、自然観察、ネイチ

チラシやニュースを作成 し、様々な機会を  も 好評でした。

利用 して笹目橋緑地の自然回復への参加を呼   そ の後旗上げゲーム方式でみんなの意見、

びかける。                   考 えを聞きました。「荒川はだれのもの?」の貿

【活動記録集の作成】 間では、人、生き物、の答えの他、「誰のもので

これまでの活動の記録に平成 11年 度の活  も ない !人も他の生き物も含めたみんなのもの

動記録を加えて記録集を作成する。       だ !」という意見がでたり、寄居から参加したこ

どもからは、「ここが同じ荒川だとは思えない。

申請事業の経費概算は、講師謝礼、工具代、  に おいもくさいのに穂いた。もっと自然のある川

資料作成費、車両 レンタル、看板制作費、記  に してほしい。」と発言があつた。

録・編集費、印刷 ・製本費、発送費などで3   こ れからはホームページでもおしゃべりしまし

33万                         よ う!http:′′wwMara.or.jp/yagoです。

作業項目/月 6 T 8 9 1 0 1 2 2 3 4 5

観察会と調査記録作成 ● ● ●

帰化植物の管理 ● ●

タリーンアップ ●

講座の開催 ●

工事への市民参加

市民参加の呼びかけ ● ● ● ● ● ● ●

活動記録集の作成

,じやｙケ
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撮影:河村信二

第1回ヤゴネットこども環境会議の様子
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赤塚ほツパメが多いのはなぜ?

まもな<ツ パメが渡つて来る頃になりました。

ツバメは家の軒先、ビルの奥まつた壁面などに

泥と車をだ液で□めておわんのような巣を作り

ます。その中で卵を産み、ヒナを育てます。卵

が産まれ、ヒナにかえり、成長して巣立つまで

約40日 かかります。エサには飛んでいる毘虫

を捕らえます。稲の害虫を食べるので益鳥 (役

に立つ鳥)だ と親しまれてきました。何よりも、

そのかわいらしい子育ての様子が容易ほ観察で

きる一番身近な鳥です。区内でもよ<見 られま

したが、最近では少な<な りました。

去年7月 始め、赤塚中央通りの赤塚七丁目、

前谷津川緑道が接するあたりで、巣立ちしたば

かりのツパメが 11羽 、2つの群れになつて電

線に並んで止まり、親からエサをもらうのを待

つてました。それぞれ親が来ると黄色い<ち ば

しを大き<開 けてエサをせがんでいました。気

をつけて周りを見ますと何軒かの店の軒にい<

つかの巣があり、まだそこは巣立ち間近のとナ

が入つてました。久しぶりに見た懐かしい光景

でした。       ｀

この辺り|こツバメがこんなにた<さ ん生息し

ているのは、住民の方の優しい配慮もあります。

加える|こ400m程 東に水車公園があり、小さ

な水日があります。そこで巣材が得られるから

ではないかと思い当りました。そのことを自然

回復ボランテイア講座第 1□目の時、講師の藤

不先生産質問しましたら、先生も同じ意見でtノ

高野  十 太郎

て、「このつぎの巣作りの時には、もつと質の

良い粘土とそれにわら<ず も添えて」 「粘土な

ら美術館下の池の作業の時、出るかも」と話が

盛り上がり、同席された方々に笑われました。

無事、巣立ちしたツパメはやがて河川敷など

のアン原に移り、そこをねぐらとして秋の渡り

に備え、体力を貯えます。赤塚地区には昆虫公

園、水車公園、植物園、美術館、郷土資料館な

どのほか、た<さ んの寺社旧跡があります。初

夏の頃、それらをか訪ねの際には中央通り七丁

目まで足を伸ばされ、ツパメの子育てを見られ

るのも一興と存じます。

ツパメほ住宅難 !

巣材 (土、わら<ず )の 不足

ツルツルの新しい建物には巣をかけほ<い



?αや
°
9ロユ首彰」キヨこ耕辞Y¥｀口畢彰

里部PC2甲OYPIツ邸∩存
｀
n導?婆]>ゃ

▼1堅
°
9qュ?を9寺,7」キC郵翌盟朝]でや

軍 日¥

°
やユC2ツ

>ユ∩]専喜多堅製鮮『車戦=』准悪口1勢e
°
軍∩導行♀>

P畢ユせlnY字在〇甲研再ロュ¥目ZC卑
｀
ユ

oゃ婆、1ュA/事翌室艶コサ専
°
や導畢ユ翌?官

O首多華O●Aた向=率q筆艶
ヽ
?2や善観>

や?研章目
°
や準uユq腎室?韓目首n▼争左

°
や準1ヽユツ訳∩f向▼多蝉EI「●Aκ向=」

°
とやや違nq争3_卑陥n副⑦電専

『研再目』
°
や導向q卑?22gcP]?を、1

∩叢1ヽ率コ翌卑、1日
｀
qョョ

°
や導、1目??を

2阜狙専LCP宅照早ご豆¥｀ユ0や違n♀]?を

2ツ電ユ空]豊母⑦電碑を翌日WO圏目一ヨEI
｀
ユOや導ツq母日要凹r―□対ょ/研再ロユ増専

コ|1/夕～8/シヨ9や°や導向妥ヨ業勢⑦

ユ1ヽ甥卑にコn>c駅⑦蝉邸則羊運le土目8

89ZZ-0868 迫塁  里難豊

彰2阜ユ曽宅●Aた行=坐⑦図:等騨要

ワ澄観●Aκ角=図研盟¥圏彰ヨ率:里鄭写彗

母Xと興 ～剰0↓(日)日8Z目8:劉 日
°
や翌1ヽユ∩字母守あgcwqュ

u9コョョ、12q町写ヨ印郵聾ヨnttαゃじ財多

⑦団P`I里□¥ヨ¥暑ユ写翌沖と°、1ャ専
∩Oや

雲竪ユ>妥彰滓P翌9早|||P`121e¥ジ>首?

豊T10を°畢遅W⑦邸P109団晏一ユuョ圭

望招こ邸ユ写翌滑曇(Z)普目守■9景0早1ヽ軍

首盤
｀
電翌冊9ゃ多首坐

°
や婆、1ニケユこ翌ヨq

]堅土
｀
ユ⑦ヨ∩準ツ婆専翌至留αや?lr4-

V向]蝉日宗剣
°
や婆uユロ郭?製膳紫ュ首彰

②Y環
｀
翌甑

°
ヨ∩違行?]｀?をこ寧彰コ蔓

]p9員ヨ
｀
せ|“手9や豊曽" 智`卦?q甲扇

Cttrをよ/。こたよ/・対汽qこ一行・とル.lrて

一峯・対κ喜⑦日―うだ■
｀
PIぶ調勢圏遥名

「手導母普国研再日●Aκ行=」②

望型lrをよ/閣首量9聖ワ浮目区団研章目」⑥

晦緊2や宅

甲葦⑦研専目?口軍>軸?邸潔WttY在

⑦甲研再目?撃観⑦こたよ/・対汽■在―向

随緊r々一口対ょ/」②

塁程②「一うだ■lr一□対ふ/」①
°
や違向密ヨ専電卑pO『日!|』日郵日

=革鮮『日レ』日郵日一革ロレ翌踏題暮⑦坐

霊甲0曇母

°
翠∩婆∩]?22■聾畢lE

｀
ユ〇や翌ツ電¥暑?獣晋頭0業豊ヨ1ヽ2q]

印=ロロ|ユq?彰
ヽ
向0翌碑Y∩申n▼留宗]

「彰2や豊浄」
｀
?「1ヽヨ科や晏喜阜弱eFIッ

畢ユ
｀
、1ニケユ∩?豊二灼圏彰ヨ率宅寺⑦首坐⑦

●AK向=｀ユ謝=尋盟圏V擦当当口1多e」

寺2●豊曽ワ●AK角=坐0図

あ専7早婆q□α写ョ説W差0寺澄観研再目守lr一□引ょ椰事目『●Aκ角=』

ヨ〃を万・7をンタ車と:詔「gす〃gど尊666ヽ



河鮮::|み彦 どソ夢 //号 .999年♂ガ炉β

酒樽の上と下を抜いて、積み重ねた井戸を見つ

けた。

しかし酒樽はただではない。底を抜<の も大

変なことで、ほかに適当な材料を探していると、

工事場ほ捨てられた釘の空樽があつた。その樽

を拾つていると、現場の怖そうな監督が顔に似

合わない優しい声で、 「それで何を作るんや」

と聞き、私たちが 「この餌樽で畑ほ井戸を作り

たいんや」と言うと、監督は私たちのできるや

り万を教えて<れ た。

当時は子供を乱暴[扱 う時もあるが、子供が

なにかする時は、大人はあたたか<助 けて、様

々な知恵をつけて<れ た。

その釘樽は重い樽を運びやすいように、形は

ビヤ樽ほ似て真ん中がふ<れ ている。テーフ
°
の

ようなうすい帯金で両端と真ん中を止めた本製

の樽。監督ほ教えられた通り、樽の一両端の帯

金をはずして底を抜<と 、円すいになる。それ

をふせ、じよれんで底砂をす<い あげ、空き惇

釘樽 (喫茶店の前で見るコー

ヒーの空き樽は鋼樽と同じ)

井戸の出来上がり

一番下の帯がねをはずすと

このような円すい形になる

をゆすりこおようにして埋め込み、また帯金を

はずした樽をかぶせ埋め込お。三段ほど埋めこ

んだ時、底から意外に早<水 が湧いてきた。

これ|よ現在、大きな土本工事でも行われている、

港函やケーソンの工法|こ近<、 意外に面白い工

法のルーツでなかろうか。

目の前|こ水が湧いて<る 井戸は、たまるまで

遊べる水時計。しかし、この喜びも婆のどなり

声で吹つ飛ぶ。 「こら、お前ら、こんなとこに

井戸作つて、人が落ちたらどうするんや。井戸

囲いのかわりにもう一段埋め込んで、地面から

一尺ほど上げておけ」その後でニヨニコと、

「そやけどお前たち、ええもん作つたなあ。こ

れからはかれもこの井戸から水<お わ」と聞き、

どなられたり喜ばれたりで、子供同士は大笑い。

自然の野出で遊んで会得した知恵、子供でも

勝手に丼戸が掘れた時代、これは私たちがな<

した暮らしの尊い文化に思えてならない。

井戸さらえ用じよれん

差し込心とき 掘 り上げるとき
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活 動 の お 知 ら せ

荒,11自然回復団

●板橋 ・荒川河川敷野鳥調査観察会

日 時 :4月 12日 (月)9時 30分

集 合 :三回線西高島平駅改本し□

持ち物 :弁当、飲み物、双眼鏡、図鑑、帽子

その他

参加費 :200円

主 催 :いたばし野鳥クラブ

連絡先 :栗 林 (3959)2072

●板橋 ・荒川河川敷野鳥調査観察会

日 時 :5月 8日 (土)9時 30分

集 合 :埼京線浮間舟渡駅改札□

持ち物 :弁当、飲み物、双眼鏡、図鑑、帽子

その他

参力B費 :200円

主 催 :いたばし野鳥クラブ

連絡先 :栗 林 (3959)2072

●徳丸が原公園自然回復検討会

活動として、徳丸が原公園の利用状況や生物 な

どを調査しながら、自然回復を者えます。 ど な

たでも参加できます。

日 時 :4月 7日 (水)18:30～ 20:30

場 所 :産文ホール4階 予備室

連絡先 :環境保全課 (3579)2598

赤塚の森ボランテイア

●世話人会

11年 度の活動計画と公園の自然管理につい

てエリンソウを保存する会と話し合います。

日 時 :4月 24日 (土)10:00～ 12:00

場 所 :赤塚 5丁 目集会所

連絡先 :小松 (3937)8490

●柵づ<り 打ち合わせ

公園の襲定した枝を使つて、斜面林と車地を

保護するための柵をつ<り ます。まずPR看

板づ<り からはじめます。柵づ<り の作業は

子供も参加できるイベントにしたいと思いま

す。

日 時 :4月 24日 (土)13:30～ 15:30

場 所 :板橋区立美術館前集合

連絡先 :坂 本 (3579)2598

●マツプができました。

3月 20日 、日本財団の援助金で、すばらし

できました。早<見 たい万はボランテイアの

広場会場へ(3月 22日 )。または事務局まで。

自然□復ボランテイア活動講座終了者の自主   い 自然観察マツフ
°
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